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第２回生駒市総合計画審議会第二部会 

第２回 生駒市総合計画審議会第二部会 

１ 日 時 平成２７年７月３１日（金）９：３０～ 

２ 場 所 生駒市役所 ４階 大会議室 

３ 出席者 

（委 員） 久委員、大原委員、楠下委員、中山委員 

（事務局）今井企画財政部長、西川企画政策課長、小澤企画政策課長補佐、 

岡村企画政策課企画係長 松尾企画政策課係員 

４ 欠席者 楠下委員 

５ 議事内容 

①No.343  

【久部会長】  行政の評価がＣ、審議会は全員Ｂということでございますので、審議会

の評価は進捗度Ｂでよろしいですか。 

（異議なし） 

【久部会長】  では、Ｂといたします。何かここの項目で気になる点、あるいは今後に

向けてのコメント等がございましたらよろしくお願いしたいと思います。 

 ところで、不法投棄が増えていることもごみ有料化と関わりがあるので

すか。せっかく順調に減少してきていたのに、今年度から不法投棄も空き

地の管理も数値が跳ね上がっていますので、気になりました。 

【 事 務 局 】  ごみ有料化を不法投棄増加の要因であるとするのは難しいところである

と思います。進捗度一覧表にご意見としていただいていますように、多数

の方はご理解いただいて不法投棄をしないよう努めてくださっているので

すが、幾ら啓発をしても、犯罪だと分かっていて意図的に不法投棄を行う

方も一部いますので。 

【中山委員】  不法投棄を行うのは、業者の方などが多いのですか。 

【 事 務 局 】  そういったケースも多いです。大きなトラックで来て、山や谷のところ

に建築資材等を捨てていくこともあります。誰が捨てたのか分かれば告発

できますが、なかなか難しいですね。 
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【中山委員】  不法投棄を見て通報しても、やはり現場を押さえないと検挙にはつなが

らないのでしょうか。 

【 事 務 局 】  誰が投棄したのか分かれば可能です。不法投棄された物で誰が投棄した

か分かる場合もありますが、大抵は特定ができるような捨てられ方をして

いません。徹底的な犯人捜しを行うのは、難しいところです。 

 その対策として、不法投棄の多そうな場所への監視カメラを今年度設置

することを検討しています。ただ、それは犯罪の摘発だけでなく、抑止効

果としての設置でもあります。 

【大原委員】  指標数値は悪化していますが、大多数の市民は役割分担を理解していま

す。不法投棄を行ったりするのは一部の人だけですし、監視カメラを設置

したり、抑止力を設けようとしたり様々な取組をされています。市民全体

や行政も一生懸命それぞれ取組を行っていると思いましたので、私は進捗

度Ｂとしました。 

【久部会長】  各項目は概ね順調ですが、指標が２つとも悪化していますので、その点

は一層留意しつつ今年も頑張っていただきたいです。 

②No.344 上水道 

【久部会長】  行政評価がＢで、審議会委員もともにＢということですので、審議会評

価は進捗度Ｂでよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

【中山委員】  夏場の水道水からは他の季節よりも強く薬品のようなにおいがする気

がします。夏の間は消毒液の量が増えるのですか。 

【 事 務 局 】  殺菌ために塩素を入れていますが、そのまま飲んでいただいても支障の

ない量であると思います。季節によって塩素量の増減があるかどうか事務

局では把握できておりませんが、夏場は水の温度が高めになる可能性があ

るので、もしかしたら塩素の量を増やしているのかもしれません。 

【久部会長】  進行状況を見ますと、この分野はかなり頑張って取り組んでいただいて

いるのではないかと思います。水道の有効率もかなり急激に上昇していま

すし、節水の効果かどうかは不明ですが配水量も減っています。ですので、

進捗度はＡに近いＢであるように感じます。 
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【 事 務 局 】  市民の皆さんの傾向としては、こまめに節水を行う傾向にあるようです。

節水型の洗濯機やトイレも販売されていますし、節水すれば水道料金が減

るという実感がありますので、節水されている方が多いようです。生駒の

場合、大体３分の２は県水を購入しているのですが、県水の購入量を減ら

しつつさまざまな取組が行われています。 

【久部会長】  県水の使用量・購入量を減らしたから自己水の割合が増えている、こう

いう理解でよろしいですか。 

【 事 務 局 】  はい。 

【中山委員】  生駒の井戸水事情はどうなっているのでしょうか。井戸水の水量は豊富

なのですか。 

【 事 務 局 】  いいえ、それほど水量はありません。生駒市民を全部賄うのは無理であ

ると思われます。今の自己水の比率が３８％ですから、比率としてはその

程度であると推察されます。 

【中山委員】  最近は昔のように大地へ浸透していくような雨の降り方ではなく、アス

ファルトなどのかたい地面も増えましたし、降ってもただ流れていくよう

な雨が多いですね。雨が降っても、井戸水にはあまり効果みられていない

のでしょうか。 

【 事 務 局 】  生駒には生駒山や矢田丘陵がありますので、その周辺の雨水が地下に浸

透しているとは思います。しかし、町なかの水が地下まで浸透するという

のは少ないかもしれません。 

【久部会長】  奈良県付近の都道府県ですと、実は、奈良県が最も水道水の確保が厳し

いのです。京都や大阪は淀川、琵琶湖から水源を得ることができますし、

和歌山は紀の川があります。ですが、奈良には大きな河川がありません。

なので、今でも和歌山の紀の川から水を相当量送ってもらっているそうで

す。 

【中山委員】  でしたら、市民ももっと節水を心がけないといけませんね。 

【久部会長】  そうですね。 

③No.351 自然的資源 

【久部会長】  進捗度は行政がＢ、それから、審議会も全員Ｂですので、審議会の進捗
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度はＢという判断でよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

【久部会長】  この分野は私も一緒に取組をさせていただいている分野なのですが、市

民の森が１つ増えるなど、色々と行政も頑張ってくださって緑を守る方向

に向かっていると思います。 

④No.352 公園・緑化 

【久部会長】  行政の進捗度がＢ、それから、審議会委員も全員Ｂということですので、

審議会の進捗度はＢということでよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

【久部会長】  何かコメント等ございますでしょうか。 

（各委員「特になし」と返答あり） 

【久部会長】  ここも私がお手伝いしている分野です。地域の方が「公園の再整備を行

いたい」と手を挙げて、公園のリニューアルデザインを地域の方と市役所

とが一緒に描き、協働でより良い公園にリニューアルを行うことができる

「コミュニティパーク事業」という制度があります。去年、コミュニティ

パーク事業の実施を希望する声が２件挙がりました。しかし、事業箇所を

選定する審査の結果、１件お断りする結果となってしまいました。また、

財政の問題もあり、コミュニティパーク事業には２年に一度しか応募する

ことができないのです。せっかく市民の方がやる気になっているのに、１

回お断りすると次に応募できるのは２年後になってしまいます。もっと応

援してさしあげてほしいです。 

【 事 務 局 】  地域住民のみなさんで集まって公園がきれいになるというだけでなく、

コミュニティの輪が広がる等ほかの様々な効果もありますので、久部局長

がおっしゃいましたように、応募が多ければ、もちろんそれに対応した形

を検討していかなければならないと考えています。 

【大原委員】  山麓公園や四季の森のように、公園の規模がある程度大きくなれば、市

や指定管理が整備や管理を行いますよね。普通の公園ですと、自治会や周

囲の利用者で草刈などの整備を行うケースが多いと思います。地域の公園

なのに、「これからの草刈などは自分たちでやらねばいけないのか？ それ
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は行政の仕事だからやってくれ」と無責任に言って終わらせてしまうよう

な問題も、地域の公園にはあるのではないでしょうか。 

【久部会長】  今まで幾つかの自治会が既にコミュニティパーク事業に応募してくださ

って、自分たちで創意工夫を行い、その後の管理も自分たちでやっていら

っしゃるところが増えてきています。一番の典型例は、コミュニティパー

ク事業の第１号である光陽台の中央公園です。中央公園はいつも花が大変

きれいに咲いているのですが、やはり「自分たちの思いがデザインになっ

ている」ということが地域の人たちの気持ちを高めているのでしょう。 

 しかし、先ほど大原委員がおっしゃったような公園もやはりありました。

ある地域の自治会が管理委託を市に返上したのです。「公園の整備や管理は

行政がやってくれたらいい」という雰囲気もありました。ですが、「本当に

それでいいのか」、「年に３回くらい市職員に草刈りに来てもらうだけでい

いのだろうか」という話が地域から盛り上がってきて、「自分たちでしよう

よ」という話になって、コミュニティパーク事業を利用してくださり、リ

ニューアル行うことになりました。この事業は１カ所の公園しかリニュー

アルを行えないのですが、コミュニティパーク事業を契機に、「地域にある

他の公園も、もう一回自分たちで管理しようよ」という雰囲気になりつつ

ありますので、そういう意味ではよい方向に向かうきっかけになったのか

なと思います。 

【中山委員】  もともと公園の利用者が多かったのでしょうか。 

【久部会長】  いいえ、逆でした。市役所だけで公園整備を賄ってしまいますと、あち

こちの公園を整備しないといけないので一箇所につき年に３回くらいしか

手入れを行うことができません。どうしても夏場にまた草が生えてきたり

しますが、とても間に合わなくなってしまいます。ですので、管理が行き

届かず草が生え放題になってしまい、誰も近づかなくなってしまう。そう

いう悪循環が起こっていました。この連鎖を自分たち地域住民の手で何と

かしようという話になったのです。 

【中山委員】  整備をすることによって、利用者も増えていくのですね。 

【久部会長】  はい。それから、高齢者の方にとっても更に使い勝手のいい公園にした

いというのも、コミュニティパーク事業の１つのきっかけでした。ニュー
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タウンの中の公園は子どもたちが遊ぶために造られたにもかかわらず、だ

んだんと高齢化社会になってくると、従来のニーズに合わなくなってきま

した。高齢者も使いやすい公園に変えていくために遊具はどのようにする

かについて、高齢者だけでなく子育て世代の人たちも入っていただいて、

もう少し遊具の数を減らすといいのではないかといった意見や、子どもた

ちも高齢者も使えるような遊具に切りかえていこうという意見など、地域

の人たちみんなで色々な話し合いをする制度なのです。 

【中山委員】  本日の審議会に参加するまで、公園は子どもたちだけが利用するものだ

と思っていましたが、そうではないのですね。中国では高齢者の方が朝早

くに公園に集まって体操を行う地域があるそうですが、高齢者の方がそん

な風に集まれたり、高齢者のための健康維持遊具のようなものがあったり、

気軽かつ積極的に利用できる公園になるとよいですね。 

【大原委員】  様々な地域でコミュニティパーク事業が行われているのですの。しかし、

例えば「光陽台の中央公園」と言われても、付近の住民以外は「光陽台」

という地域が一体どこにあるのか分からないのではないでしょうか。「光陽

台でこんなにすばらしい事業が行われていますよ」と言われても、場所を

知らなければ、きっと興味や関心が湧かないでしょう。ですので、自治会

等で企画し、コミュニティパーク事業に取り組んでいる公園の見学ツアー

を行ったりするとよいかもしれません。 

【久部会長】  「ふろーらむ」を御存じない方もまだまだ多くいらっしゃいます。「まち

なかふろーらむ」といって、ふろーらむ事業でこの花壇は管理されていま

すというような立て看板を立てるようにはしているのですが、十分に認知

されていない状態です。 

 花好きの人だけではなく、もっと様々な人たちに知っていただけるよう、

周知を徹底し、ＰＲ活動を続けてください。 

【大原委員】  近所の自治会の公園ですと徒歩で行くことができますが、自宅等からあ

る程度距離のある公園ですと、車で行くことが多いと思います。先ほど遊

具で健康維持といった話もありましたが、公園に駐車場整備というのはど

うですか。 

【 事 務 局 】  公園には、街区公園、総合公園、近隣公園などの種類があります。住民
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の方々が利用される近所の公園というのが二、三千平米の近隣公園に分類

されまして、このような公園でコミュニティパーク事業を実施しています。

しかし、山麓公園などの大きな公園になりますと、やはり車で行って集う

という形になりますので駐車場を設けております。駐車場整備の如何は、

その公園自体の規模、あるいは目的や用途によるところが大きくなってい

ます。 

【久部会長】  公園の種類が都市公園法でちゃんと決まっていますし、近隣地域の方の

利用を想定している場合はほとんど駐車場を設けないという話になります

よね。だから、市域全体で使っていただく場合には駐車場を整備するとい

うことですかね。 

【 事 務 局 】  竹林公園、ふろーらむ、山麓公園のようなところには、やはり駐車場が

設けられています。 

【久部会長】  検証シートに「ふろーらむ喫茶コーナー設置」とあるのですが、この３

月からふろーらむの中でお茶が飲めるように、市民ボランティアさんがサ

ービスしてくださるようになりました。料金は１００円ほどでしたでしょ

うか。みどり景観課と打ち合わせをして、やっております。花好きの人は

ふろーらむで色々と活動をされるのですが、それ以外の人は、用事がなか

ったらなかなかふろーらむに立ち寄ることもございませんので。「活動しな

くても大丈夫、お茶だけでも飲みに行けますよ」というのを、ＰＲさせて

いただきたいと思います。 

【中山委員】  今までふろーらむを訪問したことがなかったのですが、行かせていただ

きます。 

【大原委員】  もう１つ、久部会長が頑張ってくださっている分野ですので一番分かっ

てるおられるとは思いますが、ふろーらむの規模はあの大きさでよいので

しょうか。少し小さいような気もします。 

【久部会長】  ふろーらむが拠点となって市域全体の花を育てていくのですが、適切な

規模であると思います。ふろーらむを花でいっぱいにするのではなく、そ

こでいろいろ講習を受けてもらったり苗を育ててもらったりし、それを随

所に植えて広げていく等をし、「市域全体の花を育てていく」という施設で

すから。 
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【大原委員】  もっと多くの方に利用してもらいましょう。 

⑤No.511 学研都市 

【久部会長】  進捗度は行政がＣということですが、委員はＤが３人、Ｅが１人となっ

ておりますが、いかがでしょうか。 

【中山委員】  学研都市の奥のほうに、起業の誘致を行っている工区がありますが、今

後も会社が益々増えていくのでしょうか。 

【 事 務 局 】  現在、第１工区と第２工区が問題になっています。以前は研究所に限定

して誘致を行っていたのですが、研究機能も持った製造所も建設可能にす

るなど、利用しやすいような形に変更しつつ企業の誘致を行っているので

すが、第１工区は区画があと３つ空いている状況です。 

【久部会長】  市民との交流が進んでないので、ＮＥＣが撤退するときも、撤退しない

でほしいという声があまりあがらなかったのではないかと思います。 

【大原委員】  総合計画に学研都市を記載する必要性があるのか、少々疑問に感じます。

進むべき方向が見えないから、取組も進まないのではないかというのが私

の意見です。 

【久部会長】  市民の皆さんと交流しにくい立地条件だということもあるとは思います

が、「市民ぐるみで学研都市を応援しよう」という意識づけのためにこの項

目が総合計画中にあると考えたときに、市民側や事業者ともタイアップす

べき部分もあると思います。そこがなかなか目に見えた形で動いていない

ので、いつもシビアな評価をせざるを得ないのだと思います。 

【大原委員】  中山委員は学研都市をどう捉えていますか。 

【中山委員】  私の子どもが小さかった頃は、映像で見る水族館や、学研都市でのイベ

ントにも行きました。しかし、映像水族館等の施設が閉鎖したり、郵便局

や書店もなくなってしまったりと、それからはあまり訪れていません。子

どもが独立して、イベント等に行かない年代になったので余計に足が遠の

いて行かなくなりました。 

【 事 務 局 】  先端大の北側にあるサイエンスプラザの建物内に郵便局や書店がありま

したが、殆どが撤退しました。イベント時には日曜日にもサイエンスプラ

ザを開館することもありますが、先端大と先端大の支援財団ということで、
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一般のお客さんに日曜日に来ていただいて見ていただくという趣旨の施設

ではないので日曜日には開館していません。ですので、部会長がおっしゃ

っていただいている、市民が応援しようというスタンスになるような施設

体になっておらず、その方向性が非常に難しい状態になっております。知

事としては、学研都市の空き地部分について、今ある施設で何らかの取組

を行うというよりは、企業誘致を行う方向のようです。 

【久部会長】  先ほど大原委員もおっしゃっていただいたように、この分野をいつまで

総合計画に載せておくのか。第２工区も中途半端な状態になってしまって

いると感じますので、載せておくなら載せておくで、やはりしっかり取組

んでいただくべきだと思います。 

 市は学研都市を何とかしたいと思っていても、市民は冷めた目で見てい

る状態にですよね。ですので、やはりＣＳＲ活動が必要となるでしょう。

企業の社会貢献活動を実らせていく時代でもありますし、学研都市に立地

している限りは生駒市や生駒市民に何らかの貢献をお願いしますというよ

うな感じで押していくということも必要だと思います。 

 加えて、今、大学や大学院も評価を受けないといけない時代でして、地

域連携という項目もあります。そこをくすぐっていくというのも１つかな

と思います。 

【 事 務 局 】  小中学校とかの子どもたちや、あるいはオープンキャンパス、サイエン

スフェスティバルなど、先端大にも様々なご協力はいただいているのです

が、市民の方々にとってみれば少しハードルが高く感じてしまうのかもし

れません。 

【久部会長】  大原委員がＥというかなり峻厳な評価をしていらっしゃいます。審議会

としての進捗度は、現状を受けて、大原委員のＥと他の委員Ｃの中間であ

るＤとしてよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

⑥No.521 農業 

【久部会長】  進捗度につきましては、行政がＢ、審議会は全員Ｂです。審議会の評価と

しては、進捗度Ｂということでよろしいでしょうか。 
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（異議なし） 

【久部会長】  この分野は様々な項目が増えておりますが、新たな展開で効果が生じた

のでしょうか。 

【 事 務 局 】  県の支援等もあり、青年新規就農が増加してきました。また、遊休農地

対策については、地道に取り組んでいるとは思います。 

【久部会長】  特に今回は、今までに比べて遊休地活用のメニューが一段と増えていま

す。成果が出たときに、何が効果的なのかということを共有しておくこと

が非常に重要であると思いますし、これにより有効方策が見えてくるので

はないでしょうか。 

【 事 務 局 】  遊休農地については、「行政の４年間の主な取組」①１に記載されてい

る、「新規就農者３人、２.２ヘクタールの遊休農地を紹介した」ことの作

用が大きかったのではないかと思われます。 

【久部会長】  新規就農者が突然あらわれたのか、市役所が何かやってくださったから

新規就農者３人が生まれたのか、理由が知りたいです。 

 今までも同じような仕組みをとっていたにもかかわらず、今回、新規就

農者３名があらわれて、幸いなことに、遊休農地の活用面積が増えてきて

いる。その事実は分かるのですが、何か一昨年と比べて去年は何か新しい

取り組みを始めたのかどうかや、少しＰＲのやり方を変えたのかというこ

と等を知ることができればと思います。 

【 事 務 局 】  奈良県全体で新規就農者の募集を行い、その方々が県内のどこに行かれ

るかということで、生駒を選んでいただきました。生駒は比較的市場に近

いので、作物を売ることができる場所が近いという利点に着目していただ

いたのではないかと思います。 

 ただ、おっしゃるように、平成２６年度の成果が向上した具体的な詳細

は少し把握できておりません。 

【久部会長】  それをもう少し分析していくと有効な施策が見えてくると思います。つ

まり、今まで市で新規就農者を募集していてもなかなか来なかったが、県

で募集したら希望者が集まった。では、その違いは何なのか、ということ

の分析が有効だと思います。 

 例えば、県の方がスケールメリットがあったのか、あるいは県のＰＲの
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仕方が今までの市のＰＲの仕方と違ったのか等の理由が見えてくると、ど

ういう取組が有効か分かってくるのではないでしょうか。分析の結果を

我々も共有しておきたいな、と思います。 

【 事 務 局 】  生駒市では新規就農者の募集のみを行っているのですが、奈良県では、

募集を行うだけでなく、今まで農業に携わったことのない方も多いので教

育にも力を入れています。 

【久部会長】  そこは、やはりＪＡとのタイアップではないでしょうか。 

 具体的に言うと、岸和田は十数年前から営農塾というのをやっておられ

ます。新規就農の方はもちろん、一番のターゲットは５５歳ぐらいの農家

の後継者。今まであまり本格的に農業に従事していなかった方々の教育を

岸和田ではＪＡが行ってくれていますね。退職後に本格的に農業に従事す

るような方もいますから、ターゲットが非常に分かりやすいのですね。 

 ですので、奈良県が行っている就農教育がうまく効果を発揮しているの

であれば、生駒としても新規就農者数増加効果が出ているのですから、増

えている理由をちゃんと知っておきたいと思いますし、担当課にもきちん

と認識しておいていただきたいと思います。 

 この項目に限らず、担当課でも効果がないものはなぜ効果がないのか、

逆に、効果があるものはなぜ効果が出てきたのかということを精細に分析

していけば、次の手を考えられるのではないでしょうか。 

【大原委員】  親子ふれあい農業体験事業などの、市民が親しむことのできる目に見え

るような施策は一生懸命取組んで下さっているなと思います。しかし、そ

の取組に参加することによって農業が１つの商いになるのかいうと、それ

は無理だろうと思っています。 

【 事 務 局 】  各地域で農業自体のあり方が異なっていますが、生駒の特色としては、

専業農家が少なく兼業農家が多くなっています。また、都市に近く、山も

あるのでまとまった農地が少なくなっており、住民の方が農業に親しみに

くい状況であるということを踏まえ、農業に親しむようなイベントや、市

民農園などの事業を行い、市民が農業に触れ合う機会を設けつつ農業者を

育成するという二面性を持たせながら取組んでいるという部分が強くな

っています。 
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【久部会長】  商業の活性化と農業の活性化は一緒だと私は感じています。創意工夫が

できる人がぐいぐい引っ張っていくと、効果が出てくるのではないかなと。 

 例えば、自分の作付面積が少ないという話があるのですが、周囲の耕作

意欲のない農家の土地を借り上げ、作付面積を広くして一定の面積で耕作

を行っているという熱心な農家の方も出始めています。商業において、頑

張っている人たちがそれなりのポジションを持ち始めてくると商店街も

元気になってきますが、それと農業も一緒だと思うのです。 

 参考になるかどうかは分かりませんが、少し情報提供をしたいと思いま

す。富田林の南の方に嬉という地域があるのですが、嬉には「嬉さん」と

いうブランド米があります。「きらめきファクトリー」という観光案内所

が新しくできたのですが、そこに富田林産のものを販売しているコーナー

があり、そこでも「嬉さん」が販売されています。私がいいアイデアだと

感じたのは、２合パックというのがありまして、これくらいの小さなサイ

ズですと観光客も気軽に買って帰ることができるのです。「一度食べてみ

てください」というお試しサイズですが、「おいしかったら通販もやって

ますよ」ということもお知らせして次につなげることができる。そういう

ことを考えられる農家の人がいるということです。 

【大原委員】  今、久部会長の紹介をお聞きしていて感じたのですが、生駒のすぐそば

にある近畿大学では、有名な養殖マグロのほかにも農業分野で様々なこと

が行われています。せっかく生駒市の近くにあるのだから、市からも積極

的に働きかけて、もっと近大農学部と提携して新たな取組を行っていけば

いいのではないかと思いました。 

【久部会長】  「一定面積を貸していただけるのであれば農地を借りたい」と農学部の

教員も言っていました。 

 私と岸和田の山手の農家の方との交流が始まったというのを農学部の

吉田先生が聞き、「久先生、岸和田で学生の実習用の農地、確保できます

か」と連絡をいただきまして、今、借りる段取りが始まっているところで

す。岸和田は少し遠いけれど借りられる可能性があれば是非、ということ

でした。 

 大原委員がおっしゃるように、生駒ならば大学からすぐ行くことができ
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ます。しかし、なぜ岸和田の農地を借りようとしているかといいますと、

生駒で農地を貸してくださる農家がいらっしゃらないのです。借り手はあ

るにもかかわらず、貸してくれないから農地が荒れてしまうという点もあ

るでしょう。これは、農地でも空き店舗でも空き家でも同じです。 

【中山委員】  高山の方にも荒れた農地がありますよね。なぜ貸していただくことがで

きないのでしょうか。 

【久部会長】  現状で困っていない、ということが挙げられると思います。他人に貸し

てややこしくなってしまうことを危惧しているということもあるかと思

います。 

【 事 務 局 】  小作制度というのが昔はありましたので、小作で生かすと、権利自体が

４割や半分とられるという思いが農家の方にあるので、貸すためにそれを

解除しようと思うとまたお金が必要になってしまう。そういった懸念もあ

るので、市が中に入って、遊休農地の貸し出しを行っています。 

 それと、軽トラックとか車が横づけできない場所の悪いところが最も放

置されやすくなっています。また、そういう農地は借り手もありません。

田んぼの場合ですと、２００平米、３００平米の小さい田んぼというのは

収穫量の割に手間がかかってしまいますので、そのような場所が放置され

てしまうようです。けれども、それを放置しておいても、先ほど部会長が

おっしゃっていたように別に困ることがないので、草を刈ったりするだけ

で耕作はしない場合が多いようです。 

【中山委員】  平群でしたら道の駅がありますよね。生駒にはそういった場所はないの

でしょうか。 

【 事 務 局 】  道の駅はありませんが、農業祭などで販売したりしています。道の駅と

いうのは、農振地域等でなければ作れないという制約があり、また、それ

だけの農産物が生駒で収穫できるかどうかも関わってきます。ですので、

地域の方が作った地域の野菜や果物を味わっていただくという取組とし

ては、スーパーに地場産コーナーを設けてていただくというような販売方

法が最近は多いですね。生協や近商に置かれています。 

⑦No.531 企業立地 
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【久部会長】  進捗度は行政がＢ、審議会委員の評価がＣとなっています。いかがでし

ょうか。 

【中山委員】  北田原の工業団地というのは、通勤の際などの交通の便は悪いのでしょ

うか。 

【 事 務 局 】  車で来られるには便利ですし、白庭台駅ができましたので、交通の便が

悪いということはないかと思います。生駒の売りとしては、やはり東大阪、

大阪府の工場や企業が手狭になったという理由などで生駒へやってきた

というときに、比較的、交通の便がいいことが挙げられます。先ほど紹介

しました学研都市の第１工区も、東大阪からこちらへ来られているという

感じです。 

 北田原周辺は少し道路状況が悪いので、国道のバイパスができればまた

変わってくるかもしれません。 

【大原委員】  第１工区といいますか、高山の方は徐々に企業に来ていただいているの

ですが、これも学研都市と同様、企業誘致するだけの土地を市が持ってい

るのかというとそうではありません。ある部分では結構な需要もあります

しよくやっていただいていますが、今の状態で本当に取り組んでいこうと

されているのか少々疑問を感じます。 

【久部会長】  例えば指標１は先ほどの農業と同じで、何を頑張ったから数値が向上し

たのか分析が必要になります。それは大原委員がおっしゃったように、こ

こは助成を受けていただいた企業の就業者数・雇用者数ですから、１つ大

きな企業を誘致できれば急激に増加するでしょう。 

【 事 務 局 】  久部会長がおっしゃったように、企業の誘致による増加であると思われ

ます。 

【久部会長】  先ほどの大原委員のコメントの延長上ですけど、確かにこうやって努力

の成果は出ているのですが、では、市域全体の企業立地という観点でいう

と、進捗度Ｂとしてよい成果が出ているのかという疑問があります。です

から、審議会委員の皆さんの進捗度がＣという評価になったのではないか

と思います。 

 確かに頑張って様々な取組をされているので成果が出ていることは認

めますが、市域全体の企業立地と考えたときに、Ｂというのは審議会とし
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て疑問が残るということで、審議会評価は進捗度Ｃとしてよろしいでしょ

うか。 

（異議なし） 

⑧No.532 商工業 

【久部会長】  進捗度は行政がＢ、委員の皆さんはＣとなりましたが、審議会評価は進

捗度Ｃとしてよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

【久部会長】  生駒に限らず、商工業というのは、施策を打ってもすぐに何か成果が出

るというのがなかなか難しい分野ではあります。この分野でも様々な努力

をされているのは認めますけれども、成果という観点でいうとＣなのでは

ないかというのが審議会の意見です。 

【大原委員】  商工業は、商工業者のために振興しているのか、市民のために商工業が

何らかの振興を行うのか、ということがあると思います。市民のために買

い物をしやすい商店を誘致してくれたら、市民は行政の取組を高く評価す

るのかそれとも、家の近場に商店ができたら高評価になるのか、行政から

すると難しい部分ではないでしょうか。このことについて、中山委員のご

意見を少しお伺いしたいのですが、いかがでしょうか。 

【中山委員】  車が運転できないようになったら、コープ会員が利用できる週一の定期

配達便が便利だと思います。また、私は利用してないのですが、スーパー

のインターネット配達などもあるみたいです。最近、東北の宅配業者では、

半分は今までどおりの宅配を行いつつも、半分が各住宅を回って食料品な

どを販売するシステムを導入したというのを聞いたことがあります。高齢

化に伴い運転免許を返上した方も多いと思いますので、これからは買い物

をどうするかというのが悩みになるでしょうし、商品を申し込んで持って

きてもらえるのが一番楽だと思います。 

【大原委員】  ご意見ありがとうございました。しかし、そこまで行政がせねばならな

いのでしょうか。 

【中山委員】  いや、それは行政の方では無理ではないでしょうか。 

【久部会長】  今の話は商業者の取組であると思いますが、「そういったシステムを組
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めば可能性が広がりますよ」という商業者への情報提供や、商業者のやる

気を創出するのは行政の仕事であると思います。しかし、そういった新し

いシステムの導入に意欲的な方は非常に少ないです。 

 これは１つのヒント・手がかりになると思うのですが、今まで個人や個

店への補助ができないシステムであったので、茨木市は「茨木マイスター

ズ」といって、意欲に溢れる企業や商店を募集してグループを作り、その

グループを支援する施策を行っています。 

 お互い協働して事業を組み立てたり、色々なアイデアなんかも出てきて

いますし、まだマイスターズのメンバーになっていない人に「こっちに来

たらおもしろいことをみんなで考えられるよ」というような声がけなんか

もしてくださっていて、少しずつですが輪が広がってはきています。市内

の企業活動の活発化について、全体に手を施していくとなかなか効果も出

ないし難しいですからね。 

【大原委員】  進捗度はＣでかわりありませんが、プレミアム商品券や、また、久部会

長がおっしゃるように元気のある商店や事業所に設備投資するなど、様々

なご理解いただいているというか、取り組んでいただいているなというこ

とは最近感じています。 

⑨No.541 観光・交流 

【久部会長】  進捗度は行政がＢ、審議会委員も全員Ｂということですので、審議会と

しての評価は進捗度Ｂでよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

【久部会長】  企業立地や商工業は、頑張って取り組めばそれなりに効果が出る余地が

あるのですが、生駒市の観光という話になってくると、元々の観光資源が

弱いのであまり余地がありません。ですが、資源が弱いにも関わらず、そ

こそこ頑張っているなということで進捗度Ｂと判断しました。企業立地・

商工業は、まだまだポテンシャルがあるにもかかわらず、そこを生かしき

れていないということで評価が厳しいということになるのかなとは思い

ます。 

 今年度事業ですけども、広報で取り組んでいる生駒を紹介するビデオづ
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くりもこの分野に掲載すべき施策であるのではないかと感じます。 

【 事 務 局 】  部会長が今おっしゃった、映画館で上映する「シネアド」というプロモ

ーションビデオや、それから、ＰＲサイト作成などは、観光の分野になっ

ております。 

【久部会長】  昨年度の評価ですが、そういう新たな試みも出てきていますし、経済振

興だけではなくて広報の取組なども連動させて、もっと他部署との連携を

行って取り組んで行くとより効果が出るのではないかと思います。 

【 事 務 局 】  今までの既存の観光スポット以外に、市民の方が「ここはすごくいいと

ころだよ」という新しいスポットの発見と発信の両方を兼ね備えた取り組

みをやっていっております。 

【久部会長】  本日審議を行った全分野について押しなべて見ますと、うまく市民の力

をお借りしながら取り組んでいる施策と、市役所が主に頑張っている施策

というのが見えてきたかなと思います。 

 例えば自然的資源の分野では、市民ボランティアの方の手も借りながら、

緑の保全等ができるようになってきましたし、観光・交流の中ではＰＲビ

デオの作成など、市民の力をお借りしながら、新たな展開となる可能性を

探っていこうという取組ですね。学研都市の取組も、より一層市民の知恵

や力を借りながら取り組んでいく施策になれば、もっと効果も出てくるの

ではないでしょうか。 

 もっともっと市民の力や知恵も借りながら施策をやっていただくと、少

なくとも関わってくださった市民には伝わりますし、その方のお友達にも

声がかかるしという関係になってきて、市民がそれぞれ一緒に頑張ってい

こうということになると思います。 

【大原委員】  先ほど部会長が「他部署との連携」とおっしゃいましたが、例えば、ふ

るさと納税の取組を行っていますが、当分野で行われているような特産品

の開発やＰＲも必要となるでしょう。経済振興課だけでなく、課税課や広

報広聴課も何らかの取組を行ったほうがよいのではないかなと思います。

ふるさと納税のカタログは、生駒の名物や特産品が分かるパンフレットと

しても見ることができるので、経済振興課も頑張って取組を行っていると

は思います。 
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【久部会長】  生駒は、何か小さな取り組みでおもしろい商品を作っているというのは

ないのでしょうか。何が言いたいかというと、そういう小さな取り組みも、

もっともっと市民の方に知ってもらいたいと思います。そういう商品開発

や、そんなおもしろい商品があるのであれば、より一層ＰＲを行う必要が

あるのではないでしょうか。 

 観光・交流の分野でもお話しましたが、富田林の「きらめきファクトリ

ー」という新しい観光案内所では、富田林産の様々な商品を置いてくださ

っているコーナーがあって、そうすると観光客の目にもとまって、やはり

売り上げも上がってきているそうです。だから、一軒一軒が自分で商品を

ＰＲするのは規模的にもなかなかできませんが、観光案内所にお土産も兼

ねて置かれることによって認知度が上昇する効果も出ています。 

【中山委員】  ふろーらむには行ったことないのですが、確か果物を植えていらっしゃ

るのですよね。 

【 事 務 局 】  はい、リンゴを作っています。 

【中山委員】  栽培はしているけれど、その果物を使ったジャムなどは作ってないので

しょうか。 

【 事 務 局 】  そうですね、そこまで進んではいません。 

【中山委員】  私個人の話なのですが、果物の木を庭に植えています。実が余ってしま

ったときは、日持ちもいいのでジャムにしてしまいます。自分で作るので

添加物も入れませんし、砂糖の量も市販のものより少ない量で作ることが

できます。ふろーらむにも果物の木があるのなら、ジャムなどを作って販

売したらどうだろう、と思いました。 

【大原委員】  今、創業支援というものが行われていますが、趣味として行なっている

ときはいいけれど、それをお金で売ろうと思ったら、販売するための免許

の獲得や食品衛生、また、原産地はどこで何が入っているのか、という証

明を出さなければならないので大変かもしれませんね。 

【中山委員】  そうですね、販売するのであれば必ず記入しないといけませんよね。 

【大原委員】  農業でも同様ですが、「それほど面倒なのであれば、やめておこう」とい

う人が多いのです。 

【久部会長】  本業として生業でやっている人、それから、完全に自分の趣味でやって
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いる人。そして今、その両者の中間が生まれ始めているのです。実際に、

元々サラリーマンだった人が退職を契機に趣味が高じてジャム屋になった、

というケースもあります。 

 先ほど、「小さな取組で何か作っている人がいませんか」と質問いたしま

したが、趣味が高じて様々なおもしろいものを商品開発している人が増え

てきているからなのです。必要となる免許などのノウハウ提供で後押しを

行ったり、そのような人々や商品をもっと市が様々なところにＰＲしたり

するとよいかもしれませんね。 

【 事 務 局 】  先生がおっしゃっていただいたような、趣味を事業にしたい方などの起

業を支援するというのも商工業の分野において取り組んでいます。例えば、

子育てが一段楽した女性が趣味でやっているものを評判がいいので売って

みようということで起業されるなど、様々なケースがあります。 

【久部会長】  「いこママまるしぇ」で出店されている方の中にも、子育ては一段落し

ていないものの、こういった取組で何らかの社会貢献を行うという人たち

もあらわれてきています。その中からビジネス的な芽が出てきたらいいな

と私は期待しています。 

【大原委員】  先ほどの観光・交流分野についてですが、経済振興課の取組しか載って

いませんでしたが、生涯学習課でもハイキングやサイクリングマップ作成

が行われていますので、「これも観光に該当するのではないだろうか」とい

うように物事の見方を変えなければならないと思います。 

【久部会長】  そこが、ユニークさにもつながってくると思います。自分の担当してい

るところを真面目にやるだけではなく、これが交流になるんだ、これも観

光になるんだというような見方をしてほしいということです。 

 それと、今まではプロかアマかという仕分けをしていましたが、セミプ

ロという人たちが出始めています。そういう人たちの位置づけをどうする

のかというのがこれからの時代の中ではとても重要になるでしょう。 

 それでは、第2回第一部会を終了します。 

── 了 ── 


